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Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者

の
会
（
川
添
晃
会
長
）
は
、
８

月
28
日
（
日
）、
富
山
県
民
会

館
で
第
８
回
連
協
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
に
は
支
部
代

表
５
人
（
別
表
）、
連
協
役
員

９
人
、
会
計
監
査
１
人
、
来
賓

と
し
て
佐
伯
誠
地
本
副
委
員
長

（
富
山
連
協
議
長
）、
近
藤
源
一

郎
北
陸
地
方
退
職
者
の
会
会

長
、
坂
本
哲
治
中
央
幹
事
、
現

役
支
部
か
ら
富
山
東
部
支
部
大

野
靖
忠
支
部
長
、
富
山
支
部
河

村
剛
克
支
部
長
、
富
山
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
支
部
中
島
一
支
部
長
―

―
の
み
な
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
秀
雄
事
務
局
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
、
仮
議
長
、
議
長
選
出

の
任
務
を
進
め
、
議
長
に
中
村

繁
さ
ん
（
富
山
東
部
支
部
）
を

選
出
し
、
議
事
進
行
を
議
長
に

渡
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
長
は
議
事
日
程
に

沿
っ
て
、
ま
ず
連
協
退
職
者
の

会
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
あ

い
さ
つ
、
協
議
の
進
行
・
承
認

採
択
判
断
な
ど
議
事
を
進
め
ま

し
た
。

　

連
協
退
職
者
の
会
を
代
表
し

て
本
間
重
雄
副
会
長
が
主
催
者

代
表
の
あ
い
さ
つ
を
、
佐
伯
副

委
員
長
、
近
藤
地
方
会
長
、
坂

本
中
央
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
来
賓
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　

東
事
務
局
長
か
ら
２
０
２
１

年
度
活
動
経
過

報
告
、
同
決
算
報

告
、
２
０
２
２
活

動
方
針
案
と
同

予
算
案
の
提
案

説
明
が
、
井
波
和

男
会
計
監
査
か

ら
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、
一

括
し
て
質
疑
応

答
に
入
り
ま
し

た
。
質
問
と
し
て
、
２
０
２
２

年
度
の
予
算
案
の
中
で
繰
越
金

が
誤
記
で
な
い
か
と
の
指
摘
が

あ
り
、
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り

２
０
２
１
年
度
決
算
の
繰
越
金

を
収
入
と
し
、
支
出
の
部
の
予

備
費
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
と
の
幹
事
会
答
弁
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
質
問
や
意
見
が
無
く
、

中
村
議
長
の
「
拍
手
」
で
の
承

認
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手

で
承
認
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
０
２
２
年
度
の
役

員
選
出
に
入
り
、
８
年
間
の
事

務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
東
秀
雄

さ
ん
（
富
山
東
部
支
部
）
か
ら

西
田
一
朗
さ
ん
（
富
山
西
部
支

部
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
含
む

新
役
員
体
制
（
別
表
）
が
提
案

さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

 

（
２
頁
に
つ
づ
く
）

現退一体による現退一体による「正規会員と協力会員の拡大」「正規会員と協力会員の拡大」
「会員相互の親睦と交流」「会員相互の親睦と交流」を企画を企画

第８回連協総会で決議第８回連協総会で決議

連協総会出席支部代表者

氏　　名 支 部 名

中 村 　 繁 富山東部支部

石 田 明 子 富山東部支部

小　倉　智恵子 富山東部支部

篠 島 利 信 富山西部支部

下 川 悦 子 富山西部支部
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（
１
頁
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
た

２
０
２
２
年
度
の
活
動
方
針
案

の
特
徴
は
、
現
退
一
体
に
よ
る

「
正
規
会
員
と
協
力
会
員
の
拡

大
」
と
「
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
」
を
企
画
す
る
―
と
言
う

も
の
で
し
た
。

　

連
協
と
し
て
企
画
・
実
施
予

定
の
「
親
睦
と
交
流
」
の
具
体

的
内
容
は
、
①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
は
２
０
２
３
年
６
月
に
、
②

親
睦
旅
行
は
２
０
２
２
年
10
月

ま
た
は
11
月
に
、
③
新
春
の
集

い
は
２
０
２
３
年
２
月
に
開
催

す
る
と
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

連
協
た
よ
り
等
で
周
知
し
ま
す
。

貴
方
の
備
え
は
万
全
で
す
か

貴
方
の
備
え
は
万
全
で
す
か

　

こ
の
頃
の
日
本
の
国
は
、
集

中
豪
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
多

く
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
は
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
、
災
害

に
備
え
、
家
庭
で
取
り
組
む
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

１ 　

家
具
の
お
き
方
、
工
夫
し

て
い
ま
す
か
？

２ 　

食
料
、飲
料
な
ど
の
備
蓄
、

十
分
で
す
か
？

３ 　

非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
、

準
備
で
き
て
い
ま
す
か
？

４ 　

安
否
確
認
方
法
、
家
族
で

確
認
し
て
い
ま
す
か
？

５ 　

火
災
保
障
、
自
然
災
害
保

障
は
？

　

Ｊ
Ｐ
労
組
で
は
、
退
職
者
の

会
会
員
の
み
な
さ
ん
の
た
め

に
、
「
火
災
共
済
」
「
自
然
災
害

共
済
」
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

今
の
保
障
の
点
検
・
見
直
し
を

し
て
自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
風
水
害
や
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
内
閣
府
が
試

算
し
た
デ
ー
タ
で
は
、
火
災
保

障
は
82
％
、
風
水
害
は
66
％
、

地
震
保
障
は
49
％
。
火
災
保
障

が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
考
え
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
風
水

害
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
へ
の

備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

ご
相
談
は
、
ポ
ス
ト
ラ
イ
フ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
０
１
２
０

-

５
６
２-

０
６
０
へ
。

2022年度役員体制

役 職 名 氏　　名 支 部 名

会　　長 川添　　晃 富山東部支部

副 会 長 本間　重雄 富山西部支部

事務局長 西田　一朗 富山西部支部

幹　　事 西野　松一 富山東部支部

幹　　事 川瀬　敏明 富山東部支部

幹　　事 島田　孝久 富山東部支部

幹　　事 細田　宏一 富山東部支部

幹　　事 谷杉　満江 富山東部支部

幹　　事 大屋　昭一 富山西部支部

幹　　事 笹島　清春 富山西部支部

会計監査 津田　義雄 富山東部支部

会計監査 井波　和男 富山東部支部

連
協
が
企
画
予
定
の
行
事

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
親
睦
旅
行
そ
し
て
新
春
の
集
い


